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農業従事者の減少で担い手への農地の集積・集約化が進む一方、デジタル革命によるICT技術の急速な進歩や多様化が進み、
農業現場は大きな転換期を迎えています。そこで、東北農業の担い手、研究・普及機関、農機メーカー・IT系企業、大学関
係者の英知を結集して、今後の「東北農業のあるべき姿」を描き、必要な技術開発・普及を行います。

１ 大規模高収益水田輪作イノベーション
大規模水田作経営の持続的な営農を支える高度な土地利用技術
を開発します。

秋田県果樹試験場、秋田県畜産試験場、秋田県農業試験場、岩手県農業研究センター、(株)NTTドコモ東北支社法人営業部、(株)JＡグリーンサービス花巻 プロ農夢花巻事業本部、
(株)石井製作所、(株)クボタ、(株)ササキコーポレーション、(株)みちのく伊藤ファーム、(株)渡辺採種場、(公財)岩手生物工学研究センター、宮城大学食産業学群、秋田県立大学、
農業・食品産業技術総合研究機構、岩手大学農学部、東北大学大学院農学研究科、弘前大学農業生命科学部、福島大学農学群食農学類、山形大学農学部、清水港飼料(株)、白石食品
工業(株)、全国農業協同組合連合会(全農東北営農資材事務所)、青森県産業技術センター農林総合研究所、東洋ライス(株)、福島県農業総合センター、宮城県畜産試験場、宮城県農
業・園芸総合研究所、宮城県古川農業試験場、山形県農業総合研究センター、和同産業(株)、産業技術総合研究所、新潟県農業総合研究所作物研究センター、宇都宮大学、国立環境
研究所、(地独)北海道立総合研究機構、長野県野菜花き試験場、(株)ビジョンテック、東京農業大学、(株)カロリアジャパン、ゆうき青森農業協同組合、三井化学クロップ & ライフ
ソリューション(株)農業化学研究所、信州大学農学部、(一社)食品需給研究センター、(株)パディ研究所、雪印種苗(株)、九州大学大学院農学研究院、大阪府立大学、三研ソイル株
式会社、ベジョー・ジャパン(株)、大分県農林水産研究指導センター、合同会社i-DCR国際食料問題研究所、(株)コンマ製作所、愛知県農業総合試験場、静岡県畜産技術研究所、
(株)やまびこ、東北大学大学院環境科学研究科、東北発電工業(株)、(株)ベアレン醸造所、(株)グレンシーズ花巻、北見工業大学、酪農学園大学農食環境学群循環農学類、岩手大学
理工学部、茨城大学農学部地域総合農学科、東京理科大学理学部第一部応用化学科、静岡大学農学部生物資源学科、石川県農林総合研究センター、千葉県農林総合研究センター、和
歌山県農業試験場、山口県農林総合技術センター、愛媛県農林水産研究所、北海道大学大学院農学研究院、千葉大学環境健康フィールド科学センター、福島県立医科大学会津医療セ
ンター、福島県会津農林事務所、(株)前川総合研究所、(株)エムスクエア・ラボ、名城大学農学部生物資源学科、岩手県立大学、㈱熊谷組環境事業部 *参加順（計80団体）

２ 寒冷地次世代園芸
省エネ・省資材でAI、IoT等の先端技術を活用した市場のニーズ
や変化に迅速に対応できる次世代園芸技術を開発します。

５ 高収量・高品質・高機能作物の作出（育種）
高収量・高品質・高機能作物を開発して産地ブランドの形成に
貢献するとともに、海外輸出を牽引できる新たな農産物を作出
します。

３ 地域資源活用型
高付加価値畜産
地域資源を活用した酪農、
肉用牛、養豚、養鶏などを
高収益・高付加価値化する
技術を開発します。

４ 復興支援技術・自然災害
防止・迅速被害対応
東日本大震災からの復興の
過程で蓄積した影響評価、
復興支援技術の発展と
世界に向けた発信、さらに
は次世代災害防止・復興
技術創造の拠点を作ります。

７ 中山間地域活性化支援技術
特徴的な農作物の発掘・活用
やICTによる効率的な管理手
法などによる持続的な地域維
持システムを構築し、豊かな
中山間地域を創造します。

６ 高収益果樹生産技術
AI、IoTなどの先端技術を活用
した省力的生産と気象災害、
病害虫などに強い安定生産・
鮮度保持・流通技術や品種を
開発します。

・乾田直播－プラウ耕鎮圧体系 大豆潅水支援システム
（webアプリ）

春まきタマネギの栽培体系

夏秋期に収穫可能な
イチゴ

直播向き
多収良食味米

製パン性に優れる
強力小麦

嗜好性と栄養価の高い牧草

省力的穀実サイレージ調製技術

セシウム濃度を高めない
大豆栽培技術

簡便・安価にハウスの情報を
スマホで確認できる

「通い農業支援システム」
SOP

カーボンニュートラルに貢献する
新規バイオマス作物
「オギススキ」新品種

天敵を活用したハダニ防除技術

【連携希望業種】農機メーカー、飼料、農作業管理ソフトウェア

【連携希望業種】流通、野菜一次
加工業者、ICT関連企業

【連携希望業種】外食・中食業者、種苗業者、食品産業、輸出

【連携希望業種】農薬メーカー、農機
メーカー、コンピューターソフト開発
メーカー、果樹園施設（トレリス）開
発メーカー、普及指導機関

【連携希望業種】エネルギー、燃料、
製紙、自治体、種苗業者、医療関係者、
健康食品関連業者、集落リーダー

【連携希望業種】ICT関連企業、実証試験地
【連携希望業種】農業資材メーカー、

ICT関連企業、大学、研究機関

「東北農業のイノベーション技術創造」研究開発プラットフォーム

水田輪作で作る国産濃厚飼料
子実トウモロコシ

・水田転換畑における
子実トウモロコシ栽培の高速作業体系

動画

位置、ダイズ、土壌、潅水の情報から
土壌水分を推定（クリックでグラフ表示）

統括プロデューサー：若生忠幸（農研機構 東北農業研究センター所長）

動画

動画

管理運営機関 連絡先：農研機構 東北農業研究センター 事業化推進室 船附
TEL.019-643-3481 E-mail: jigyoka@ml.affrc.go.jp

プラットフォームに参加して共にイノベーション技術の開発と普及を行いませんか？→以下連絡先にお気軽にお問合せ下さい

プラットフォームの目的

主な技術と連携したい業種

現在の構成員* ♪新規参加 募集中♪

東北地域におけるタマネギ栽培体系
SOP

ふなつき


